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査は、2019 年 6～7 月にかけて実施した。基本的に
は新藤・佐藤の 2 名で教育委員会を訪問して、半構
造化インタビュー形式で進めた。一部、都合により、



























院全体で 1 学年 16 名を定員としていた。このうち、
12 名は群馬県教育委員会から現職院生の派遣を受
けていた。県教委からは、このほかに、修士課程に





























































































A ・大体 30 代から 40 代前半とか、そのあたりの、今後各学校の中核、学校経営の一翼となり、学校経営の教諭としての中心人物になりうるような若手の期待の方々。
B ・基本的には実践力のある方とか、本当に学校で一生懸命頑張ってらっしゃる方のなかから、「どうですか」って声をかけさせていただいて。本人の希望を募って派遣をさせていただいてるっていう状況。
C ・できれば、学校を担っていただくような人材をということで。

































































































































































































































29 名中、11 名を事務局に異動させ、4 名を教頭に
登用し」（早川 2014：28）た。
　群馬大学教職大学院でも、2019 年 3 月までに修
了した 1～10 期生の現職教員 122 名のうち、校長 2
















教頭」は、小学校で 63 時間 38 分、中学校で 63 時





















































































































































すかね。（中略）2 か月に 1 回とかぐらいは、もし
かしたら一つ可能性としてはあるかもしれません」
（D 市）とのことであった。このように、週 1 日は











































































































































































































































































































































































































数学」1 名、「理科」2 名、「体育、保健体育」1 名、「家
庭、技術・家庭」2 名、「外国語、外国語活動」2 名、




























































































































　www.nc.center.gsn.ed.jp/?page_id=398），2019.9.12 閲 覧 ）。
なお、表 3 は「高等学校及び中等教育学校（後期課程）に
勤務する者」以外についてのものであるため、「高校教育
の改善」については記載がない。
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